
                                  

会員サイト公開用 役員活動報告書 

名 前 大工谷 新一 
 

担当業務 
 

副会長 

理学療法の「核」の設定事業 

理学療法標準評価作成事業 

国際事業課 

政策企画課 

 

内  容 

日 付 他

団

体 

会議名 場所 

6 月 5 日 
6 月 9 日 

6 月 15 日 
 
 

6 月 21 日 
 

6 月 22 日 
6 月 29 日 
6 月 30 日 

7 月 2 日 
7 月 4 日 
7 月 6 日 
7 月 7 日 
7 月 8 日 

7 月 13 日 
 

7 月 19 日 
 

7 月 27 日 
7 月 28 日 
7 月 31 日 

 
8 月 1 日 
8 月 3 日 

 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
 

[出席]臨時理事会・臨時理事懇談会 

[打合せ]政策企画課 

[出席]常任理事会 

[出席]全国リハビリテーション学校協会 

臨床実習指導者講習会実行委員会 

[出席]WPT-AWP執行委員会 

[出席]訪問リハビリテーション振興財団経営会議 

[出席]常任理事会 

[出席]常任理事会 

[打合せ]国際事業課 

[打合せ]標準評価作成事業 

[出席]理事会、理事懇談会、役員勉強会 

[出席]常任理事会 

[打合せ]政策企画課 

[出席]運動器の健康・日本協会理事会 

[出席]常任理事会 

[打合せ]訪問リハビリテーション振興財団 

[打合せ]政策企画課 

[出席]訪問リハビリテーション振興財団経営会議 

[出席]常任理事会 

[出席]訪問リハビリテーション振興財団採用面接 

[出席]業務執行理事会、学会運営協議会 

[出席]運動器の健康・日本協会学校保健委員会シンポジウム 

[出席]日韓合同理事会議 

[出席]常任理事会 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

協会事務局 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

協会事務局 

WEB 

WEB 

WEB 



                                  

 
8 月 4 日 

8 月 10 日 
8 月 16 日 
8 月 18 日 

 
 
 

8 月 21 日 
8 月 24 日 
8 月 27 日 
8 月 29 日 
8 月 31 日 

 
9 月 1 日 

 
9 月 3 日 

 
9 月 7 日 

 
 

9 月 13 日 
9 月 14 日 
9 月 15 日 
9 月 21 日 

 
9 月 28 日 
9 月 29 日 

 
 
 
○ 

[打合せ]WPT-AWP事業執行 

[出席]標準評価推進運営部会 

[打合せ]国際事業課 

[出席]訪問リハ振興委員会機能担当者会議 

[打合せ]斉藤会長 

[打合せ]政策企画課 

[打合せ]NPO 在宅リハを考える会（政策企画関連） 

[出席・傍聴]臨時全国会長会議 

[出席・傍聴]臨時全国会長会議 

[出席]常任理事会 

[出席]日本耳鼻咽喉科学会渉外委員会合同会議 

[出席]理事会 

[出席]常任理事会 

[参加]スマートシティ・インスティテュートウェビナー 

[打合せ]WPT-AWP執行事業 

[打合せ]国際事業課 

[打合せ]経産省ヘルスケア産業課 

[打合せ]厚労省医事課 

[出席]常任理事会 

[打合せ]WPT 学会 2023 

[出席]核の設定作業部会 

[打合せ]NPO 在宅リハを考える会（政策企画関連） 

[出席]常任理事会 

[参加]スマートシティ・インスティテュートウェビナー 

[出席]常任理事会 

[出席]臨時理事会 

[出席]常任理事会 

[出席]標準評価推進運営部会 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

経産省 

厚労省 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

WEB 

 
 
 

所感 

理学療法の「核」の設定事業は前任の委員会の成果を形にすることを主たる目的に

活動を開始した。今期中に本事業のあるべき姿（完成予想図）と工程（設計図）を明

らかにする予定である。 
理学療法標準評価の推進においては、大規模調査を経た評価方法を普及啓発、なら

びに実装化していくための活動を開始した。 
政策企画課関連においては、国民の利益に立脚した理学療法、リハビリテーションの

あるべき姿を明らかにしたうえで、行政や他団体との意見交換をさらに続けていく

必要がある。 
国際事業における会員の語学力向上、他国会員との交流については、実装化された

後は多くの会員に利用していただくための有効な広報を要す。また、スマートシティ



                                  

関連では前期より継続した情報収集ならびに日 ASEAN スマートシティネットワー

クでのプレゼン等を積極的に実施し、この分野における日本の理学療法士、日本理学

療法士協会の存在意義をアピールしていく必要がある。 
訪問リハビリテーション振興財団関係では、特区行政の推移に鑑み、財団そのもの

のあり方を検討すべき時期に来ていると考えられる。 
報告日 2021 年 10 月 29 日 

※「他団体」に○がついている項目は、本会役員として他団体に関与しているものです。 
 

 


